
クラウド×指導の工夫 

個に応じて効率的な指導・支援を

行うための見取りに活用する。 

２年 総合的な学習の時間  

「自分たちのふるさと穴水の活性化に向けた取組を考え、発信しよう」 

クラウドの活用により、より効率的で
丁寧な見取りが可能になれば、教師が
支援の必要な生徒に対して重点的に指
導を行うことができる。 

生徒が自己の学習状況を自己
評価し、発信・共有する。 × 

学習方法を選択させる 

付箋紙によるＫＪ法で情報を
整理・分析している場面 

全体で交流している場面 

 交流学習では、提示したいも
のをチャットにアップロードし
て共有していました。 
 また、他の考えを見る方法は
端末か大型モニターかを生徒は
選択していました。 

 生徒は、「他者の意見を取り入れてＣＭの質を高めることができたか」について選
択式による自己評価をしていました。また、次の学習につながる本時の振り返りをし
ていました。そして、それらをクラウドにアップロードすることで、生徒にとっては
考えを互いに参考にし合うこと、教師にとっては学習状況を見取り、指導・支援に生
かすことができるようになっていました。 

       
  

 
 「ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた教員のＩＣＴ活用指導力強化事業」が３年目を迎えま
した。管内では穴水小学校、穴水中学校が推進校として日々、実践を積み重ねています。今年度
は、「学習者用デジタル教科書を活用した授業づくり」が新たな視点として加わりました。 
９月２９日に行われた穴水中学校の公開研究発表会の様子と参考になる一例を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.７ 

令和５年１０月５日 

 奥能登教育事務所 

 指導課 和嶋 

 

奥能登通信 

個別最適な学び×ICTの実現に向けて～穴水中学校の挑戦～ 

【授業を参観して】 

本時では、次の学習につながる探究課題を見付ける生徒の姿や、生徒がアップロードした

情報を確認し一斉指導に生かす教師の姿が見られました。自己評価の取組は、評価のタイミ

ングなどを工夫することで、困っている生徒を即時把握でき、より効率的な見取りにつなが

ります。 

情報の整理・分析については、様々な方法を試してきた結果、本時では付箋紙によるＫＪ

法を生徒が選択していました。生徒の経験に基づいて最適な方法を選択させることを大切に

しています。生徒たちにもトライ＆エラーを体験させていることが穴水中学校のよさです。 



音声読み上げ機能を使って本文
の読み取りをしている生徒 

教師が一斉の場面で音声を
聞かせる。 

これまで… 

学習者用デジタル教科書では… 音声機能を読み取りの
手段の一つとして生徒
自身で学習方法を選択
する機会を提供する。 

もう少し、ゆっ

くり聞きたい。 
この単語の発音

が知りたい。 

音声と一緒に本文を読みたい。 もう１回聞きたい。 

学習者用デジタル教科書×指導の工夫 

生徒が自分で音声機能を使
うことができる。 

生徒一人一人の特性や学習進度、学習
到達度等に応じ、指導方法・教材や学
習時間等の柔軟な提供・設定を行う。 

１年 外国語科  

「Unit６ A Speech about My Brother」 

× 

巻末資料や単語一覧を参考にして、読み
取りをしている生徒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 
○穴水中学校のリーフレットをＳＳＮにアップロードしましたので、ご覧ください。 

 

 
※リーフレット、案内のダウンロード先：奥能登教育事務所→令和５年度研究発表校等 

【穴水小学校の公開研究発表会について】 
 

 日時 令和５年１０月２７日（金） １３：１５～ 受付 

 

 ・全体会（概要説明、参観の視点等） 

 ・公開授業（４年算数「計算のきまり」、６年算数「比例と反比例」） 

 ・教科別分科会 

 

 

 

 

 

○参加〆切は１０月１３日（金）です。申し込み方法は案内（SSN）を確認してくださ

い。 

 

【授業を参観して】 

本時では、教科書本文の内容を理解するための方法の一つとして、学習者用デジタル教科

書を活用していました。音声機能を読み取りの補助として選択する生徒や、巻末資料や単語

一覧を参考にして読み取る方法を選択する生徒が見られました。また、抵抗なく英語で話そ

うとする生徒や、一文で話そうとする生徒が多いと感じました。音声を注意深く聞く機会が

圧倒的に増えたことで、話す力の向上につながっています。 

「ICT を活用した新たな授業づくり」について、 

みんなで学び合いませんか？ 


